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　要約：以前のプロジェクト研究に引き続き、生後3日～9歳の健康な小児26名の精神・運動・行動発達・家庭環境

を縦断的に経過観察した。9歳児の知能評価値は、5歳時の発達評価値と密接な関遮が認められたが、3歳時の評価
値との相関は弱かった。2歳以前の発達評価値そのものとはあまり関連がなかったが・1歳や2歳時の発達検査場面

で児り行動が検査にのりゃすかった場合・高くなる傾向が認められた。しかし・6か月時の検査場面での反応の良さ

とは、逆相関を示した。そして、新生児期の児の行動評価値との関連は極めて少なかった。乳幼児期から9歳にかけ

て子どもの発達や知能は、遺伝と環境との相互作用によリダイナミックに変化していくが・3歳以降その変化は少な

くなることを示している。したがって、明確な診断名がつく場合を除けば、2歳以前の乳幼児の発達の多少の遅れや

気になる性格は、適切な養育環境の中で育てられれば、心配ないと考えられる。

見出し認：　乳幼児・学童の発達、縦断研究、発達の関連性、柵SC－R知能検査
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1、研究目的

　今回の研究報告は、以前のブロジェクト研究報告D

2》からの継続研究である。新生児期から生後9歳時点ま

での乳幼児・学童の個体差と環境との相互閲係、また、

発達を縦断的に経過観察した。9歳児の発達や生活状況

等を調査し、5歳時までの様々な要因との開連の有無を

分析し、小児のより良い養育やその保健指導のあり方を

模索した。

∬、対象

　生後3日目に妊娠・出産に特に異常がなかった健康な

小児のうち生後9歳まで経過観察し得た26名を対象とし

た。東京都の総合母子保健センター愛育病院出生の小児

17名（以下A群と略す）、神奈川県の東海大学病院出生

の小児9名（以下B群と略す）、合計26名（男児11名、

女児15名、9歳時点で1人っ子5名、2人兄弟15名、3

人兄弟5名、4人兄弟1名）であった。このうちの1名に

肺炎の既往があった他は全例、最近2年間に大きな病気

やケガは報告されなかった。以前の研究報告で集計に含

まれていた長崎県五島列島の小児に関して今回は、調査

方法が多少異なったため、集計対象から除外した。

1駄方法

　表1に示すように、各日・月・年齢の小児を各々の評

価法により評価した。前報2｝では生後60か月時までの

208項目を分析したが、今回は、9歳児のWISC－R知能検

査15項目3，、環境測定の為の家庭観察（HOIE）質問紙調

査6項目、子どもの行動に関する調査（8～12歳児用）

9項目4》、生活調査6項目等、9歳児とその父・母のYG

性格検査36項目5》を追加し、合計280項目等について相

関分析等を行った。

　WISC－R知能検査は、表2に示すようにI　Q（知能指数

）、V　I　Q（言語性知能）とこれを構成する知識、類似、

算数、単語、理解、数唱、P　I　Q（動作性知能）とこれ

を構成する絵画完成、絵画配列曳積木模様、 組合せ、符

号、迷路の15項目を分析した。

　今画の報告は、紙面の都合上、主としてこれら9歳児

のWISC－R評価値との関連の有無をまとめた。他の9歳児

の項目に関しては来年度、集計する予定である。

w、結果

A群、B群と地域別に、9歳児のWISC－R知能検査の平

均値±標準偏差値を表2に示す。工Q、V　I　Q、P　I　Q

に関して、米国の標準値は100±15であるので、調査対

象者の平均値は高い傾向が認められた。A群はB群に比

ぺ、評価値がやや高い項目が多かったが、両群で有意差

が認められる項目はなかった。

　9歳児のI　Q・V　I　Q、・P　I　Qと、5歳以前の208項

目との間で有意な関連（単相関係数が0．40以上、以下、

＊はpく0。05、＊＊はpく0，01、＊林はpく0．001を示す

）が認められた項目を表3に示す。I　Q、V　I　Q、P　I

Qどうしの相関係数は、0．66＊＊＊～0．95＊＊＊と高く、これ

らの中の1つと有意な関連を示した5歳までの項目は全

て、他の2つとも（有意でない場合も含めて）同様の傾

向が認められた。

　以下、9歳児のWISC－R15項目と5歳以前の評価項目と

の関連の有無を示す。

　新生児期のNBAS15項目に関しては、r数唱Jとr30日

re帥1ation』　（単相関係数0。51＊＊）、「符号』と「3、

10日regulationJ　（単相関係数0．41＊～0。44＊）、　「迷路

」と「10日皿otor』　（一〇．53＊）の他、有意な関連は認め

られなかった。

　生後6か月時の評価項目とでは、　「理解」と「ac一・

tivityJ　（一〇．42＊）、　「絵画配列Jと「intensity」

（一〇．60＊＊）の他、　r穣木模様」は表3中の6か月時の

IBR（乳児行動記録）各項目と有意に負の相関を示した。

また、　「組合せ」は表3中のP　I　Qと同様、　「6か月母

情緒」と負相関（一〇．45＊）を示した。すなわち、9歳時

の知能は、6か月児の検査へののりにくさや母親の情緒

的・言語的反応の乏しさと関連する傾向がみられた。

　1歳時の評価項目に関して、　「算数』と「検者対応

（IBR）」　（0．48＊）、　「符号」と「検者対応」　（0．42＊）

や「警戒心（IBR）」　（一〇．51＊＊）の他には、IBR14項目

と有意な関連が認められなかった。また、6か月時と同

様、MD　I（精神発達指数）やP　D　I（運動発達指数）

そのものとの有意な相関は認められなかった。しかし、

親の子どもへの期待感20項目との関連は比較的多く・表

3中の「自己主張の強い子」、「気持ちを外に出す子’、

「望みの高い子」の他、　「科学的な子』 、　「指導者タイ

ブの子」、「マイウェイ的な子J、を期待していた場合、

9歳児のWISC－Rのいくつかの項目は有意に高かった。

　2歳時の評価項目に関しては、「数唱」と「P　D　I」

（0。45＊）の他、表3中のIBR各項目等と有意な相関が認

められ、検査中の2歳児の反応の良さと肛SC－R評価値の

高さとはお互い関連していた。また、行動様式質問は、

表3以外に「算数」と「intensity』（0．41＊）や「

threshold」（0。65＊＊＊）、「理解」と「rhyt㎞ioity」

（o。46＊）、　「絵画完成」と「r醇t㎞i6ity」　（o．54＊＊）
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表1、評価方法

日、月、年齢

3、　10、　30日

6か月、1、2歳

3、5歳
3、5歳
9歳

6か月、2歳

9歳

6か月、2、9歳
1、3歳
3、　5、 9歳

9歳

評価方法

Br脳elton新生児行動評価

（冊AS）

Bayley乳幼児発達検査（BSID）

のml（糟神発達指数）と、

PDI　（運動発達指数）　と、

IBR（乳児行動記録）

IBRのみ

HcCarthy知能発達検査（MSCA）

WISひR知能検査

Ca三伽ell環境測定の為の

家庭観察（HOME）

HD暉の質問紙調査改訂版

Carey行動様式質間の日本版

Nugent両親期待選好尺度

小児の生活調査

小児、父、母のYG性格検査

表3、9歳児の知能指数（耳Q、VIQ、P工Q）

　　と5歳以前の評価項目との単相関

表2、9歳児のWISC－R知能検査

項目 A群17例 B群9例
平均±標準偏差 平均±標準偏差

I　Q 127。5±17。3 121．9±16。3

（知能指数）

V　I　Q 124．4±17。4 116．3±19。4

（言語性知能）

知識 9．1±2。1 8．3±3．4

類似 12．6±3．3 11。2±2。5

算数 10．7±4．9 10．1±4。2

単語 13．3±2。6 12．6±2．8

理解 11．5±3．4 10．6±3．4

数唱 11．5±3．3 9．7±3乙8

P　I　Q 122。3±14．0 120。9±9．1

（動作性知能）

絵画完成 9。0±1。8 8．2±1。9

絵画配列 10．4±2．6 9．3±3．2

積木棋様 11。4±2。2 10。4±2．4

組合せ 9．6±3．6 9。2±3．1

符号 12．4±3。0 12。0±3。1

迷路 11。9±3．3 12．9±2．1

項目名（評価法）

IQと母学歴
　　6か月反応性　　（IBR）

　　1歳　自己主張（N㎎ent）

　　1歳気持を出す（恥gent）

2歳　物対応　　（IBR）

2歳注意　（IBR）
2歳遊び道具（HO犯）

3歳　一般知能（MSCA）

3歳　知覚遂行（MSCA）

3歳数
（MSCA）

5歳一般知能（MSCA）

5歳・言語　（HSCA）

5歳　知覚遂行（醍CA）

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

5歳

数

記憶

運動

人対応

楽しさ

物対応

目標

注意

忍耐力

反応性

（MSCA）

（MSCA）

（MSCA）

（1BR）

（IBR）

（IBR）

（IBR）

（IBR）

（IBR）

r（IBR）

検査判断（IBR）

（以下、上記と同項目は省略）

VIQと1歳高い望み（N㎎ent）

　　2歳目標　（IBR）
　　2歳　　検査判断　（IBR）

PIQと男女1
　　6か月母構緒　　（HOME）

　　6か月人対応 （正BR）

　　6か月検者対応（IBR）

　　6か月協調　　（IBR）

　　6か月目標　　（IBR）
　　6か月活動性　　（IBR）

　　6か月五ntensity（Ca「ey）

　　2歳approach（Carey）

　　2歳罰　（HOIE）

　　3歳注意　（IBR）

単相関係数（例数）

0．52＊＊（26）

一〇。42＊（26〉

0。44＊（25）

0．48＊（25）

0．40＊（26）

0．46＊（26）

一〇。45＊（26）

0．44＊（25）

0．45＊（25）

0．47＊（25）

0。51罧（25〉

0。62辮（25〉

0。56＊＊（25）

0。62＊＊＊（25）

0．66＊＊＊（25）

0．51＊＊（25）

0．58＊（25）

0．42＊（25》

0．55＊＊（25》

0．63＊＊＊（25）

0．43＊（25）

0．54＊＊（25）

0．41＊（25）

0．55＊（25）

0．44＊（25）

0。40＊　　（26）

0．40＊（26）

0．56＊＊（26）

一〇．42＊

一〇。4僻

、一
，40＊

一〇．42＊

一〇．40＊

一〇。42＊

一〇．41＊

0．41＊

一〇。48＊

0．41＊

（23）

（26）

（26）

（β6）

（26）

（26）

（26）

（26）

（26）

（25〉

＊：p＜0．05、　＊＊：pく0。01、　＊＊＊：p＜0。001
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や「threshold」（0．42＊）、「組合せ」と「activlty」

（一〇．43＊）との関連が認められた。 そして、家庭環境で

は表3に示すように、　「適当な遊び道具の提供」が少な

い方が、また「罰や制限」は控えない方が、「類似」や

「穰木模様」等の柵SC－R項目は高くなる傾向があった。

　3歳時の評価項目とでは、表3のようにMSCAの多くの

項目、またIBRの一部の項目と有意な相閲が認められた。

親の期待感との関連も1歳時と同様に認められたが、有

意な関達を示す項目は少なかった。幼児教室など学習用

の教室に通っていた5名のI　Q平均値132．6±13．1は、

通っていなかった20名の123．2±17．6に比べて高い傾向

はあった抵有意差は認められなかった。しかし、前者

の場合、9歳時の病気や不定愁訴の数はL8±1．9であり、

後者のO．65±1．4に比べて多い傾向が認められた。

　5歳時の評価項目とでは、表3のようにMSCAやIBRの

多くの項目と有意な関連が認められた。また、学習用の

教室に通っていた10名のI　Q平均値134．8±1L7は、通

っていなかった15名の118。5±17．2に比べて有意に高か

った＊。9歳時の病気や不定愁訴の数は前者0。7±1。5、

後者1．0±1。6と有意差は認められなかった。

　基礎資料の項目に関しては、表3のように母親の学歴

が高いほど、また男児より女児は、9歳児のI　Qが比較

的商かったが、出生順位や幼保通園の有無等と工Qとの

関連は見いだされなかった。

で育てられれば、心配ないと考えられる。

　親の子どもに対する期待感は、発達評価値とは逆に年

月を経るにしたがって子どもの知能発達との関連が多く

なっていた。子どもへの期待感は、両親の学歴や考え方、

家庭の様々な背景によって異なるであろうが、その影響

は乳幼児期に現れるものは少なく、学童期以降、現れや

すくなると考えられる。しかし、「指導者タイブの子」

を望むなど、子どもの心身に負担がかかる場合もありう

るので注意したい7㌔

　2、3歳児の発達評価値は、0、1歳頃の家庭環境の
良さと関連していたD。しかし、9歳児の知能評価値は、

それらとの関連より、幼児期の学習用教室の受講や母親

の学歴の高さとの関連の方が強かった。ただし、3歳か

ら受講していた場合、子どもの病気や不定愁訴の数が多

くなっていたので、低年齢児の教室通いは子どもの心身

の負担にならないよう注意が必要である。

　従来から数々の御指導・御鞭漣をいただいた肱rvard

Medical　Schoo1のT．Berry　Brazelton名誉教授、国立小

児病院小林登院長、保健指導部高橋悦二郎名誉部長、東

京経濱大学網野武博教授、長崎大学医療技術短大桃山富

太郎教授、川崎千里助教授、日本総合愛育研究所庄司順

一室長、その他、今までいろいろお世話になった数多く

の先生方に深謝いたします。

V、考察

　9歳児の知能評価値は、5歳時の発達評価値と密接な

関連が認められるものの、3歳時の評価値との関連は弱

くなり、2歳以前の発達評価値そのものとは、ほとんど

関達が認められなかった。これらのことは、乳幼児期か

ら9歳にかけて子どもの発達や知能は、遺伝と環境との

相互作用によりダイナミックに変化していくが、3歳を

過ぎるとその変化は少なくなることを示している。

　9歳児の知能評価値は、1歳や2歳時の発達検査場面

で児の行動が検査にのりやすい場合、高くなる傾向があ

ったが、6か月時の検査場面で反応が良かった場合、逆

に低くなっていた。これらは、前報の5歳児の一般知能

評価値との関連と同様の結果であった2，。そして、新生

児期の児の行動評価値とは、ほとんど関連が認められな

かったるこれらのことは、新生児期や乳児期の児の行動

様式は、その後の児の性格や発達と何らかの関連がある

可能性はあるものの、小学生になった時の児の知能とは

ほとんど関連がないことを示している。したがって、明

確な診断名がつく場合を除けぱ、2歳以前の乳幼児の発

達の多少の遅れや気になる性格は、適切な養育環境の中

　　参考文献
1）、加藤忠明、他＝生後36か月時までの健康な乳幼児

　の発達。日本総合愛育研究所紀要第24集： 15～32、

　1988。

2）、加藤忠明、他：生後60か月時までの健康な乳幼児

　の発達。日本総合愛育研究所紀要第26集：7乍正1、

　1990。

3）、児玉省、他：日本版田SC－R知能検査法。1978、日

　本文化科学社。

4）、庄司順一：子どもの行動に関する調査（8～12歳

児用）（R．L．Hegvik，S．C．McDevittandW．B．C紅rey：

Middle　Childhood　Temperament　Questio㎜aiでe，

　1980の日本版）。

5）、辻岡美延：Y　G性格検査。日本・心理テスト研究
所。

6）、B．M．Caldwe11＆R．H．Bradley：HomeObserva－

tion　foで　Measurement　of　the　Environ皿ent　（

Revised　Edition　）。　旺niversity　of　Arkansas　at

LittleRock，1984．

7）、加藤忠明、他＝小児科学と行動科学。日本保健医

療行動科学会年報Vo1．2＝27ん42、1987。

一156一


